
企業における女性活躍取組促進事業 【岡山県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 4,453 千円

交付金額 2,226 千円

事業番号 ①

【目的】
女性活躍を推進するためには、企業において、ワーク・ライフ・バランスの推進等、女

性が働きやすい職場環境の整備が進むことが非常に重要であり、単独で取組を行うの
が困難な企業もあることから、企業内で継続的に取り組みを進める人材を育成したり、
専門家を派遣して企業の具体的な取組をサポートする。

【目標】

事業で実施したアンケート調査において、事業内容について「満足」、「やや満足」と回
答した割合が、回答者の８割を超えること

〇人材育成支援事業

企業内で継続的に具体的な取組を進めることのできる人材を育成することを目的と
して、企業において業務の中核を担う立場の従業員に対し、女性活躍や働きやすい職
場づくりに向けた取組の重要性や実際の取組手法について学ぶ研修会を実施した。
（テーマⅠ：9/2,10/3、テーマⅡ：11/21,12/19 計４回実施 延べ78人参加）

〇専門家派遣事業

働きやすい就労環境の整備等には、専門的な知識が必要となることから、具体的な
取組着手を考えている企業に対し、社会保険労務士、中小企業診断士などの専門家
を派遣し、個々の企業の実情に応じたアドバイスを行った。（8社派遣／１社２回）

事業で実施したアンケート調査において、事業内容について「満足」、「やや満足」と回答
した割合は回答者の約９７％となっている。次のようなコメントも寄せられ、本事業の実施
により、企業の取組促進に一定の効果があったものと考えられる。

〇人材育成支援事業 参加者アンケート回答

「各種制度や両立支援への理解が深まった」、「他企業の取組例や学生の話が聞けて
非常に参考になった」、「研修で学んだ内容を身近なところから実践する」などの意見、女
性活躍推進等の取組が自社・社員にとって様々な効果があるとする意見

〇専門家派遣事業 派遣先企業アンケート回答
「アドバイスを受け、弊社始まって以来の男性育休取得を実現できた」など

募集チラシなどに女性活躍推進だけを謳うと、主要ターゲットである、女性活躍の取
組が進んでいない中小企業への訴求力が低い。より訴求力を高めて多くの方に参加い
ただくことで、女性活躍推進が人材確保や生産性向上など経営戦略上、重要であるこ
とに気付いていただき、取組企業が増えるよう工夫していきたい。

また、女性が管理職になりたがらないことを課題に挙げる企業が多かったことから、
そうした問題を取り上げた研修も実施していきたい。

・経済団体（商工会議所、商工会等）
・市町村

・ダイバーシティ推進実行委員会おかやま（岡山大学、岡山経済同友会、岡山県で
構成）

・岡山県実施の県民意識調査で、30代、40代女性の４割超が、現在の女性の就労

環境について「働きにくい」と評価しており、労働条件が整っていないことを理由に挙
げる回答が多い。

・また、岡山県が企業へ実施した調査でも、女性管理職の登用に重要なこととして「
出産後も働き続けることができる環境整備」を挙げた企業が６割超と最も多い一方、
女性活躍に向けた取組予定がない企業は、「取り組める職場環境・風土ではないか
ら」、「何から取り組めばよいかわからないから」との回答が非常に多かった。

こうしたことから、女性が働きやすい就労環境の整備に企業単独で取り組むことに
困難を感じている企業が多数存在することがわかる。



事業の概要

県内の事業所に対し、社会保険労務士、中
小企業診断士などの専門家を各２回派遣し、
企業において女性活躍や働き方改革などの
取組を進めるため、専門的な見地から各企業
の状況に応じたアドバイス等を行った。
また、アドバイス内容やアドバイスに基づく

企業の取組について事例集を作成し、こうし
た取組の普及拡大を図った。

専門家派遣事業

企業における女性活躍取組促進事業

人材育成支援事業

研修には、企業の経営者、管理職、実務担当の方
などが参加し、法改正のあった男性育児休業等の制
度を企業に効果的に導入するための手法や、制度を
気兼ねなく利用でき、男女とも能力を発揮できる組織
風土をつくるための手法等について、座学やグループ
ワークにより学んだ。

また、採用される側の立場として大学生や新卒職員
も加わっての意見交換なども実施。

研修修了者には、「岡山県女性活躍推進サポータ
ー認定証」を交付した。

また、事業の実施概要やポイントをまとめたリーフレ
ットを県内の約6000事業所に配布。

性別によらず能力を発揮できる働きやすい職場を
つくるために、企業向け研修を実施。

企業向け研修の実施 【全４回開催】
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